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 Ⅴ 結論 
介護保険は社会的入院患者への医療費対策として 
の期待を背負ってでき、その方法が社会保険方式をと
り、市場原理を導入して開始された。しかし、本人の
意向を含むアセスメントの結果、必要と判断したサー
ビスであるならば、身元保証人不在者には行政あるい
は施設長等が一時的にでも身元を保証する仕組みへ
と改善すべきである。また、利用料についても、サー
ビスの一部を負担限度額認定の対象とするなどとい
うものではなく、その制限を撤廃して全てのサービス
が、世帯の状況に応じた支払いの仕組み（応能負担）
となるよう改正が必要である。そのことが「自由な選
択」に繋がり，介護保険制度の立法趣旨実現に繋がる
ものと考える。 
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